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木津川親子で遊ぼう学ぼう魚とり
8月3日（日）52組の親子173人が集合しました。スタッフ44人が加わって217人の大所帯の取組みになりました。里山の会が発足して以来最大のイベント人数になりました。8組の班分けをしてそれぞれに責任者（魚の見分けができる人）8人と責任者をサポートする補助員（里山の会員）、学生の皆さんによる補助員（同志社大学生）に加えて、参加者のうち各班から任意でまとめ役お一人をお願いして、4人のスクラムを組んで班での行動をする体制を組み上げました。グループレンジャーの北野大輔君（滋賀大学生）、小林慧人君（同志社大学生）が多くの仲間を誘って大きな力として参加いただきました。子どもたちに年齢も近いお兄さんとして親しみやすく素晴らしい役割を果たしてくれました。
最も心配したのが真夏の取組みで水難事故と熱中症です。ずいぶんと神経質になりました。笠置でつい最近学生や小学生の死亡事故が発生しています。楽しい水辺でのイベントには隣り合わせに危険が潜んでいます。砂州の幅25ｍ先に本流があって最も注意しなければなりませんでした。上流、中流、そして最下流に里山の会の信頼のできるベテランに安全監視員を引き受けていただきました。そして先ほどの4人のスクラムに怠ることなく注意をお願いしました。参加者にはここで初めて顔を合わすことになりますが、全員無事故で集合できるよう重ねてお願いしました。そしてお互いに悲しむような事故を防ぐために全員が仲間として互いに注意することを申し合わせました。熱中症対策はこまめに水分補給を行うこと、休憩時には水分補給を指示することを徹底しました。そして最も心配した天候が曇天となり真っ盛りの太陽は陰ってくれて大事には至りませんでした。
閉会セレモニーで皆さんの顔の表情からもう少し魚が取りたかったと少しの不満もみえましたが、約束を守って安全に過ごせたこと、そして全員が魚を取ったこと、①魚の取り方を手網でのガサガサ、③チームで協力する追い込み方式を体験して、③最後に投網で取る三種類の魚のとり方を覚えていただきました。満足されたと思います。取った魚の名前を確認する魚合わせで、「こんなに多い魚の種類に驚いた」とか「たくさんの魚が木津川にいることを初めて知った」「親子が家族で一緒に魚とりをする姿に感激した」「世話役の皆さんに感謝する」「多様な学びの場の企画が良かった」「沢山の魚が獲れてよかった」「たのしかった」という感想が寄せられました。
ところで開催前数日間雨が降らず木津川の水量が減少傾向でした。新鮮な水が供給されないと酸素不足になり魚が逃げ出してしまいます。派流への水が途切れる前に取水口に溝を掘って深くしたり、本流に向かって導水堤を広く長く作り直すなどずいぶん苦労をして当日を迎えました。成果があったのかこれまで魚とりより、より大きな魚が多く獲れました。通路の雑草は一か月もすると1ｍ以上に繁茂します。驚くほどの成長の速さです。河川敷の駐車場確保と全体会場の広場の確保のために広大な面積の草刈が必要でした。これまでは鮎釣りの最適の場所でしたが、昨年の18号台風前後から砂州の位置がすっかり変化して鮎釣りがさっぱりできなくなったので、以前の通路が確保されなくなっていましたので、なかなか大変でした。当日参加の皆さんはきれいなブルーシートの上に素足で上がっていただきましたが、実はこのブルーシートは汚れたままになっていたのを、数日前に大小合わせて13枚分を「たわし」で美しく洗い落としました。暑い夏盛りの半日の大仕事でした。初めての会場での開催ですのでノウハウがなく諸準備が大変でした。受付業務での名簿つくり、役割依頼とスタッフの確保と確約、作業内容の拾いだしと役割分担、当日配布資料の作成や印刷、こまごました作業が積もり積もって、随分とあり、神経がすり減りました。こうした目に見えない小さな作業があって大きな仕事や成果を手にすることが出来るものです。今回の魚とりは200名を超える巨大イベントでスムースな進行で大成功といえます。これは里山の会16年の実績によって成し遂げられました。ご協力いただきました皆様のおかげです。これからも川を身近にする取組みに一層の力添えをお願いします。
尚、里山農園での取組みを進めている小泉さんは、ホームページの活用、スピードある情報発信を強調されていました。今回の魚とりについて、その日のうちに参加者が家につかれたその場で、ホームページ上で集合写真等イベントの写真が公開されていたら素晴らしいとして、午前7時から会場設営にご足労頂いてきましたが、午後5時前は見事ホームページで発信していただきました。ご覧になった皆さんもおいでになるかもしれませんが、一般マスコミ並みの報道が実現できました。すごい取り組みが出来上がりました。
8月10日は大忙しです　
午前9時30分「木津川一日探検！」にご集合ください　
グループレンジャーの小林君と北野君の主催で進められます集合地は京田辺市中部住民センター（セセラギ）にお越しください。一昨年ワークショップを行って木津川の親水施設などができればいいなあと話し合った場所を探検します。河原ではオニユリが見事に咲き誇っています。ご一緒に植物や昆虫を観察して木津川の宝物を見つけましょう。そして楽しい絵描きができればいいなあと思います。飲み物を十分持ってきてくださいね。
　
午後5時「ツバメのねぐら観察」にご参集ください
近鉄向島駅改札口です。近畿地方でもっとも多くのツバメが集まってくるのが淀川の観月橋下流部のヨシ原です。数万羽が夕やみ迫る大空に群がり、足元や耳元を矢のようなスピードで飛びヨシ原に消えます。大空からは「枯れ葉落とし」と呼ばれるようにヨシ原にもぐります。大空を見ているとまさに大自然の偉大さを実感できる舞台が演出されます。一度、孫さんやお子さんと一緒にご参加ください。駅から太閤堤を訪ね、巨大な椋の木を訪ねます。田圃にはジャンボタニシがまだ生育しているでしょうか。外来種問題も考えさせられます。昨年の台風18号ではどうだったのでしょうか。天ケ瀬ダムの緊急ゲートが初めて開かれた爪痕は見られるのでしょうか。宇治川の決壊場所を訪ねみましょうか。






